














































































正によって、人口比例で 12 人以上 30 人以下になるよう、府協議員の定数を増やした。ま
た、その任期を 2 年から 3 年に改正したのも府協議員の政治的な地位を高めるのに寄与し
た。ただ、「急施を要する場合」や「軽易な事件」については、会議を召集しなくとも、
書面をもって協議員の意見を聴取し、3 分の 2 以上の同意があれば府協議会の意見と見な





 9 『官報』1920 年 7 月 29 日、号外などを参照。日帝時期の地方制度改正についての代表的な先行研究
には、姜東鎭『日帝의 韓国侵略政策史』（한길사、1980 年）、孫禎睦『韓国地方制度・自治史研究』（上）
（一志社、1992 年）などがある。





























　1920 年代、府・面協議会の選挙は 1920 年・1923 年・1926 年・1929 年の四回にわたっ
て行われた。その最初の年である 1920 年には、全国 12 カ府と 24 カ指定面で実施された。








 11 農村地域であった普通面の面協議会が選挙制に変わったのは、1930 年末の地方制度改正以降である。







 14 このような事例は至るところに見られる。これについての事例研究は、孫禎睦、前掲書、222 ～ 226
頁参照。
